
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

南牧中学校 

保健室 

Ｒ４.１１．３０ 

 今年も残りひと月となりました。日に日に寒さが増し、冬の訪れを感じますね。冬は

ウイルスが活発になる季節でもあります。そして今年は、新型コロナウイルス・季節性

インフルエンザが同時流行するとされています。誰が感染してもおかしくない世の中で

す。抗原キットや解熱鎮痛剤等しっかり備え、できる限りの感染症対策の徹底をし、冬

休みを元気に迎えてもらいたいと思います。 

・風邪（かぜ） 

  発熱や体のだるさとともに、「のどの痛み、

咳、鼻水が同程度、同時にでる」のがポイント

です。また、しっかり家で休んでいれば 

2 日程度で改善します。   

・インフルエンザ 

  突然の 38℃以上の高熱、関節痛、筋肉痛が特

徴です。 のどの痛みや咳、鼻水なども出現しま

す。 症状出現後、12-24 時間以降に抗原検査を

行うと正しい検査結果が出るとされています。 

抗インフルエンザ薬(イナビル®やタミフル®)

を速やかに内服することで、解熱までの時間を

約 20時間早めることができます。   

・新型コロナウイルス 

※オミクロンの症状は、これまでのデルタなど

に比べ、下記のような特徴が多くなってきてい

ます。 

・のどの痛みが非常に強い 

・腹痛や下痢があるときもある 

・味覚障害や嗅覚障害は少ない 

発熱したとき 
■熱が急に上がり寒気を訴えるとき→暖めるようにします（ふとんをかけたり、部屋を暖かくする）。 

■熱が上がりきって、ふるえも止まり、顔も真っ赤になってきたら→薄着にして（汗を吸いやすい綿の肌着、パジャマ）、熱

がからだから逃げやすいようにしてあげましょう。 

 ◆ふとんはいつもよりやや薄め。毛布、湯たんぽ、コタツは使わない。 

 ◆氷枕、冷たいタオル、氷を入れたビニ－ル袋をタオルで包んだもの等で、後頭部、ひたい、首の横、脇の下等を冷やしま

しょう。☆吐き気がないかぎり、水分をこまめに与えてください。 

 

解熱剤 発熱はウイルスと戦うための防衛手段のひとつなので、熱が出たら必ず解熱剤を使うというわけではありません。 

■熱が上がりきって寒気もなく、冷やしていても 38.5℃以上が続いて、水分もとれないときや眠れないときは、一時的に熱

を下げるために解熱剤を使って良いでしょう。しかし！38℃以上でも元気があれば、解熱剤を使わずに様子をみましょう。 

解熱剤は、熱によるつらさを軽くするための薬で、病気をなおす薬ではありません。熱を下げることばかりに気をとられな

いようにしましょう。 

  



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

新型コロナウイルスも季節性インフルエン

ザも感染症対策は同じです。基本的な方法

には、一人一人が簡単に実行できる内容が

多いことがわかります。本当に恐ろしいの

は｢面倒｣｢自分は大丈夫｣といった気持ちの

ゆるみかもしれません 

群馬お問い合わせ先一覧 

 

 

｢群馬オンライン診療｣で調べると、群馬県の病院でオンライン

診療を実施している病院がでます。そして、ネットから予約が

できるようになっています。また、病院により、電話診療して

いるところもあります。基本予約が必要です。 


